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　17,159人。これは豊橋に住む外国人の人口
です（平成30年 12月 1日現在）。ブラジル、
フィリピン、中国など国籍は71か国にも上
り、多国籍化が進むまちと言えます。
　今回の特集では、日本人と外国人が共に
活躍し、地域全体でまちを盛り上げる多文
化共生の在り方について考えます。
問合せ：多文化共生・国際課（☎︎51・2007）

ようこそ
豊橋へ！

特集

共にまちを盛り上げよう

豊
橋
に
住
む
外
国
人
の
多
様
化

　
10
年
前
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る

景
気
後
退
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
人

が
帰
国
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
人
口
は

平
成
20
年
の
約
１
万
３
千
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

ま
し
た
。
一
方
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
20
年
前
の

約
10
倍
に
増
加
。
現
在
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
続
き
、

市
内
で
２
番
目
に
多
く
な
り
ま
し
た
（
表
１
）。
ま

た
、
在
留
期
間
に
制
限
の
あ
る
「
定
住
者
」
は
減

少
し
、期
間
の
定
め
な
く
日
本
に
住
み
続
け
る
「
永

住
者
」
の
在
留
資
格
を
取
得
す
る
外
国
人
が
増
加

す
る
な
ど
、
豊
橋
の
外
国
人
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
（
表
２
）。
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人
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外国人登録者数ペルー中国フィリピン 韓国・朝鮮ブラジル
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市民課「外国人住民国籍別人員調査票」より（各年 4 月現在）

表１）豊橋市の外国人人口の推移
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同じ地域住民として
まちを盛り上げる一員に
　日本では少子・高齢化による深刻な人手
不足やグローバル化の進展により、外国人
人材の必要性がますます高まっています。
スーパーグローバル大学に認定された豊橋
技術科学大学でも、留学生の受け入れ拡大
を国際戦略として進めており、今後も市内
の外国人の増加・多国籍化が進むと推測さ
れます。
　文化や習慣の違い、言葉の壁から外国人
との共生に対する不安がある方もいるかも
しれません。しかし、就労を目的に来日す
る外国人の意欲的な姿勢は、日本人にとっ
て刺激となることもあります。また、日本
人とは異なる視点が、新たな気付きや発想
を生み出すきっかけになる可能性も秘めて
います。私たちのまちを共に盛り上げる力
となり得るのです。
　外国人増加の要因となった入管法の改正
から間もなく30年。4月からは、新たな在
留資格の創設が予定されるなど、外国人の
受け入れへの門戸が広がりつつあります。
受け入れには、生活者として迎え入れる環
境整備が必須です。まず、私たちが同じま
ちに暮らす隣人として歩み寄り、助け合っ

て生活すること
が、相互理解の促
進の一歩に繋がる
のではないでしょ
うか。

多文化共生・国際課
今村  仁

Welcome

어서 오세요

特集　ようこそ豊橋へ！

法務省統計データより（各年 12 月末現在）

… 平成9年は技能実習を「研修・特定活動」として表記※

定住者
21.7％

定住者
13.2％

永住者
25.2％ 永住者

35.8％

日本人の配偶者等
11.6％

日本人の
配偶者等
5.6％

その他
26.6％

その他
20.1％

家族滞在
3.0％

家族滞在
4.7％

研修・特定活動
8.8％

技能実習
（研修・特定活動

を含む）
14.7％

留学
3.1％

留学
5.9％

平成9年 平成29年

　
他
方
で
、
同
じ
地
域
で
暮
ら
し
な
が
ら
も
、
い

ま
だ
外
国
人
と
の
間
に
距
離
を
感
じ
る
日
本
人
が

多
く
い
る
の
も
現
状
で
す
。
市
が
行
っ
た
市
民
意

識
調
査
で
は
、「
外
国
人
市
民
が
増
加
す
る
こ
と

を
ど
う
感
じ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
好
意

的
に
感
じ
る
市
民
の
割
合
は
約
45
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
外
国
人
犯
罪
の
報
道
や
、
マ
ナ
ー
の

悪
さ
な
ど
の
風
評
に
よ
り
外
国
人
に
対
し
て
悪

い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
日
本
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
自
治
会
の
活
動
に
外
国
人
も
多
く

参
加
す
る
な
ど
、
日
本
人
と
外
国
人
の
距
離
感
が

近
く
な
っ
て
き
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

日
本
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域

経
済
を
支
え
る
貴
重
な
人
材
と
し
て
外
国
人
の
役

割
は
増
し
て
い
ま
す
。
地
域
が
よ
り
発
展
し
て
い

く
た
め
に
、
外
国
人
を
含
め
た
全
て
の
市
民
が
活

躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

表２）愛知県在留資格別人口の割合
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子どもの夢・希望・未来への懸け橋

　
　
　

 

問
が
飛
び
交
い
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い

　
　
　

 

教
室
。
こ
こ
は
、
豊
岡
中
学
校
の
校
内

に
あ
る
初
期
支
援
校
「
み
ら
い
」
で
す
。

　
み
ら
い
は
、
来
日
し
て
間
も
な
い
外
国
人
生

徒
に
初
期
の
日
本
語
指
導
を
行
う
た
め
に
、
昨

年
４
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
・
中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
３
か
国

か
ら
来
た
中
学
生
41
人
が
市
内
全
域
か
ら
通
い
、

現
在
も
８
人
（
平
成
30
年
12
月
10
日
現
在
）
が

学
ん
で
い
ま
す
。
月
～
木
曜
日
は
み
ら
い
へ
、

金
曜
日
は
本
来
在
籍
す
る
中
学
校
へ
通
学
。
み

ら
い
で
は
、
２
人
の
先
生
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

タ
ガ
ロ
グ
語
・
日
本
語
の
相
談
員
各
１
人
に
よ

る
指
導
の
も
と
、
生
徒
た
ち
が
８
週
間
（
約

１
６
０
時
間
）、
日
本
語
の
会
話
や
文
法
の
ほ
か
、

数
学
や
英
語
な
ど
を
日
本
語
で
学
び
ま
す
。

　
「
基
本
的
に
は
日
本
語
で
教
え
ま
す
が
、『
こ
こ

だ
け
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
』
と
い
う
大
事
な
と

こ
ろ
は
母
語
で
教
え
て
い
ま
す
。
初
め
は
無
理
を

さ
せ
ず
、精
神
的
な
ケ
ア
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。」

と
話
す
の
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
日
本

語
の
指
導
や
相
談
を
行
う
築
樋
相
談
員
。
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
感
じ
て
い
る

生
徒
も
い
る
た
め
、『
丁
寧
に
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け

た
い
』
と
い
う
考
え
か
ら
、
教
室
内
に
は
母
語
の

本
を
配
置
。
ま
た
、
各
中
学
校
の
行
事
や
学
習
内

容
を
記
録
し
た
日
誌
を
置
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
戻
っ
た
際
に
適
応
し
や
す
い
よ
う
に
す

る
な
ど
配
慮
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　
「
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。」「
私
は
体
育
祭
に

出
ま
す
。」
生
徒
が
手
に
し
て
読
み
上
げ
て
い
る

の
は
、
手
作
り
の
日
本
語
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
。
多

言
語
版
を
用
意
し
、
学
校
や
日
本
で
の
生
活
に

つ
い
て
紹
介
す
る
な
ど
、
日
本
語
を
学
び
な

　親と共に来日した子どもの中には、日本語が十分に理解できず、日常
生活や学校での学習に支障がある子どももいます。ここでは、日本人と
一緒に学校生活を送ろうと奮闘する外国人生徒に密着しました。

―日本語指導を通じて将来の選択肢を広げる―

質

↖︎
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　みらいは、市内でも外国籍の子どもが多い地域や
通学の便を考慮し、豊岡中学校に設けました。豊橋
市の外国人生徒は601人（平成30年9月1日現在）
と10年前の倍以上に上ります。そのうち約9割が
高校に進学する中、日本語が十分に理解できないま
ま進学する子もおり、来日初期の日本語指導が課題
となっています。今後も、日本語や日本で生活する
上で基本となる部分の指導を行い、子どもたちが未
来へ夢を抱ける場所となるよう取り組んでいきます。
問合せ：学校教育課（☎ 5︎1・2826）

が
ら
日
本
の
文
化
や
伝
統
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
声
に
出
す
こ
と
で
語
学
力

は
伸
び
ま
す
。
生
徒
が
生
き
生
き
と
学
べ
る
指

導
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。」

　
１
～
３
年
生
が
集
う
の
で
、
数
学
や
英
語
の

学
習
内
容
は
学
年
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
随
時
生
徒
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
授
業
の

進
み
具
合
い
も
違
っ
て
き
ま
す
。
先
生
た
ち
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
短
い
期
間
で
集
中
し

て
指
導
を
行
う
た
め
に
、
教
科
に
よ
っ
て
は
教

室
を
区
切
っ
て
２
人
の
先
生
が
教
え
た
り
、
生

徒
用
に
辞
書
代
わ
り
と
な
る
日
本
語
の
手
引
き

を
作
っ
た
り
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
ま
す
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
、
当
初
は
日
本
語
を
話
せ
な

か
っ
た
生
徒
が
、
日
本
語
で
作
文
を
書
き
、
発

表
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
５
月
に
行
わ
れ
た
第
一
期
生
の
修
了
式
。

そ
こ
に
は
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
ぐ
む
生
徒
た

ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
日
本
語
は
難
し
い
。

で
も
、
勉
強
は
す
ご
く
楽
し
い
。」
み
ら
い
の
卒

業
生
全
員
が
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ブラジル出身
西岡  ナタンさん（東部中2年）

中国出身
彭  越さん（豊城中3年）

特集　ようこそ豊橋へ！

初期支援校

みらい
一期生の
みなさん

８週間の学習期間を
修了したみなさんの
素顔を紹介します。

ブラジル出身
西山  ヨシトさん（東部中2年）

相談員が隣にいまし
たが、自力で聞き取れ
るようになりました。

日本語が好きな西山
さん。たくさんの漢
字を覚えました。

ブラジル出身
アラカキ   リュウジさん（東部中1年）

フィリピン出身
エストルバ  ジャマシさん（豊岡中1年）

クラスのムード
メーカーとして、
元気にあいさつを
してくれました。

夢は多言語を
話せる医者。授
業で、たくさん
発言しました。

日本の高校に
進学し、就職す
るのが夢です。

友達との
会話が楽し
かったです。

数学と英語が好
きな彭さん。挙
手する時の笑顔
が印象的です。

「みらい」のよ
うな学校ができ
てうれしい！

１.  文法だけでなく、日本で生活す
る上でのマナーや規則も教える築
樋相談員。２.  日本語ワークブッ
クは学校行事を日本語で学べる。３.  
みんなからの寄せ書きをもらい、
涙と笑顔が入り交じった修了式。

それぞれの学校に戻ってからも、
みんなが日本人の友達と馴染んで
いる姿を見るとうれしいですね。

初期支援校コーディネーター
築樋  博子

１ ２

３
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属
加
工
や
切
削
を
行
う
宮
城
工
業
㈱
で

　
　
　

 

塗
装
の
仕
事
を
し
て
い
る
古
川
ジ
ー
ゼ

さ
ん
、
54
歳
。
昨
年
２
月
か
ら
働
き
始
め
た
古

川
さ
ん
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
仕
事
を
こ
な
し

ま
す
。「
大
体
の
こ
と
は
一
人
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。」

　
古
川
さ
ん
は
一
昨
年
、
市
が
行
う
「
定
住
外

国
人
等
就
労
支
援
事
業
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）」
に

参
加
。
約
２
か
月
に
わ
た
る
日
本
語
や
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
研
修
を
修
了
後
、
面
接
や
２
か
月

間
の
試
用
雇
用
を
経
て
、
正
規
雇
用
に
至
り
ま

し
た
。「
外
国
人
も
賃
金
は
一
緒
で
す
。
一
番
不

安
な
の
は
言
葉
で
し
た
が
、
面
接
の
際
に
、
あ

る
程
度
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
の
で
、

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。」
と
社
長
の
深

川
さ
ん
は
当
時
を
想
い
起
こ
し
ま
す
。

　
15
年
前
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
妻
と
息
子
と
一
緒
に

来
日
し
た
古
川
さ
ん
は
、
両
親
に
仕
送
り
を
す
る

た
め
豊
橋
や
茨
城
で
派
遣
の
仕
事
を
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は
す
ぐ
に
日
本
語
を

習
得
し
た
も
の
の
、
当
時
40
歳
近
く
の
古
川
さ
ん

が
一
か
ら
言
語
を
覚
え
る
の
は
大
変
な
こ
と
だ
っ

た
と
言
い
ま
す
。
現
在
は「
お
願
い
し
ま
す
。」「
初

め
て
だ
か
ら
分
か
ら
な
い
。」
な
ど
片
言
の
日
本

語
で
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
宮
城
工
業
㈱
で
は
、
全
社
員
が
朝
礼
時
に
「
手

元
、
足
元
に
注
意
」「
安
全
確
認
は
指
差
し
呼
称
」

な
ど
の
安
全
宣
言
を
行
い
、
終
礼
時
に
達
成
で
き

た
か
を
ノ
ー
ト
に
記
載
し
ま
す
。
日
本
語
が
ま

だ
十
分
に
理
解
で
き
な
い
古
川
さ
ん
に
は
、
社

員
が
毎
日
繰
り
返
し
短
い
単
語
や
易
し
い
言
葉

で
話
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
話
し
た
り
し
て
理
解

で
き
る
ま
で
教
え
ま
す
。
周
り
の
人
の
手
伝
い
も

あ
っ
て
、
今
で
は
古
川
さ
ん
も
そ
の
意
味
を
理

苦労も喜びも分かち合う職場

　豊橋では、外国人労働者数とその雇用事業所数の増加が今後も予想さ
れています。日本で働くと決めた外国人労働者の想いと、雇用事業所の
取り組みを追いました。

―適切な就労環境で、安定した社会生活を送る―

金

↖︎
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　市が行う日本語・ビジネスマナー研修を修了した外国人と市内事業所とのマッ
チングを行い、一定期間の試用雇用を経て、正規雇用への移行を支援します。

定住外国人等就労支援事業とは？

解
し
、
ひ
ら
が
な
で
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
き
た
時
は
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
る
社
員
の

優
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
働
く
古
川
さ
ん
で
す
が
、

時
に
は
厳
し
い
言
葉
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
吊
り
具
を
使
っ
て
80 

kg
も
の
鉄
鋼
を

運
ぶ
こ
と
も
あ
る
た
め
、
一
歩
間
違
え
ば
危
険

な
事
態
も
あ
り
得
る
の
で
す
。「
危
な
い
こ
と
は

怒
っ
て
で
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
体

が
一
番
大
事
。
だ
か
ら
こ
そ
、特
別
扱
い
は
せ
ず
、

特集　ようこそ豊橋へ！

１ ２

３

４

日本語・
ビジネスマナー研修
月・火・木曜日 19:00 〜
21:00 に NPO 法 人 ABT
豊橋ブラジル協会で約 2
か月間、日本語の文法
や敬語などを学びます。

試用雇用
市内事業所で約 2 か月間（最長
3 か月間）働きます。

面接会
製造業や接客業など、市に
申し込んだ市内事業所約
10 企業との面接を行いま
す。通訳も同席し、雇用形
態など詳細を聞けます。

正規雇用
事業所との合意の上、正
規雇用へ移行します。

お互いの条件が合致し、
良い関係で働いています。

通訳もいないので、
日本語と同時に仕事を覚える

のが大変でした。

1.  危険な作業は周りの社員がより丁寧に教える。2.  安
全宣言は覚えたての日本語で書く古川さん。3.  「あん
ぜんできました」は毎日書くひらがな。4.  仕事中の古
川さんの目つきは真剣そのもの。5.  社長の深川さんは
社員の健康管理にも気を配り、いつも声を掛けている。

み
ん
な
と
同
じ
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。」
と
深
川

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
勤
務
時
間
が
午
後
３
時
ま
で
の
た
め
、
終
業

後
の
時
間
を
有
効
に
利
用
し
た
い
と
考
え
た
古

川
さ
ん
。
昨
年
９
月
か
ら
、
日
本
語
教
室
に
通

い
始
め
ま
し
た
。「
日
本
語
を
覚
え
て
、
も
っ
と

社
員
の
み
ん
な
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
た
い
で
す
。」

５４

２１

３
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行
　
　
　

 

列
を
作
っ
て
待
つ
子
ど
も
た
ち
の
目
当

　
　
　

 

て
は
、
輪
投
げ
や
射
的
、
か
き
氷
。
昨

年
８
月
に
岩
田
団
地
で
行
わ
れ
た
夏
祭
り
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　
岩
田
団
地
は
、
市
内
で
も
外
国
人
が
多
く
暮

ら
す
場
所
の
一
つ
。
現
在
、
約
５
６
０
戸
の
入

居
者
の
う
ち
半
数
以
上
を
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
国
籍
が
占
め
、
外
国
人
住
民
の
数
が
日

本
人
住
民
の
約
３
倍
に
も
上
る
外
国
人
集
住
団

地
と
も
言
え
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
住
民
は
、

高
齢
の
夫
婦
や
一
人
暮
ら
し
が
増
え
る
半
面
、

外
国
人
住
民
の
年
齢
層
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
外
国
人
だ
ろ
う
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
限
り

平
等
だ
よ
。」
こ
う
話
す
の
は
自
治
会
長
の
阿
部

準
治
さ
ん
。
岩
田
団
地
で
は
外
国
人
住
民
が
増

え
て
き
た
10
年
以
上
前
か
ら
、
チ
ラ
シ
や
団
地

内
の
放
送
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
タ
ガ
ロ
グ
語
に

翻
訳
・
通
訳
し
て
情
報
を
共
有
し
て
い
る
ほ
か
、

自
治
会
役
員
や
組
長
名
簿
に
は
３
分
の
２
以
上

の
外
国
人
住
民
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　
夏
祭
り
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
販
売
し
て
い

た
ク
ボ
・
ブ
ル
ー
ノ
・
ト
キ
ミ
さ
ん
（
19
歳
）
も
、

役
員
の
一
人
。
４
歳
の
時
に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来

日
し
、
現
在
は
仕
事
を
し
な
が
ら
環
境
美
化
の

役
員
を
務
め
て
い
ま
す
。「
母
は
日
本
語
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
分
か
ら
な
い
な
り
に
組
長
を
し
て

い
ま
し
た
。
住
民
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
ら
な

い
と
成
り
立
た
な
い
で
す
よ
ね
。」

　
役
員
の
中
で
最
も
若
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
も

日
本
語
も
で
き
る
ク
ボ
さ
ん
は
、
住
民
に
ご
み

の
分
別
の
周
知
や
、
月
１
回
の
清
掃
活
動
へ
の

参
加
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
地
道
に
働
き
掛
け
て
い

ま
す
。「
大
変
だ
け
ど
、
役
員
を
し
て
い
る
と
住

民
に
自
分
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
し
、

岩田団地ならではの地域の形

　外国人が多く住む団地では、日常生活にまつわるトラブルがしばしば
発生します。そんな中、さまざまな問題を地域の取り組みの中で解消し
ている自治会「岩田団地」を取材しました。

―地域の担い手として活躍する協働のまちづくり―

↖︎
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慣
れ
な
い
土
地
で
、
道
に
迷
い
慌
て
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
旅
行
先
で
、
そ
の
土
地
の
言
葉
が
聞
き
取
れ

ず
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
見
知
ら
ぬ
土
地
で
あ
れ
ば
、
国
内
で
あ
っ
て

も
誰
し
も
不
安
な
気
持
ち
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
や
、
海
外
で
言
葉
が
通

じ
な
け
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
豊
橋
で
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
は
言
葉
や
習
慣
の
違
い
か
ら
問
題
が
生

じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
同
じ
地
域
住
民
と
し
て
こ
の
地

で
学
び
、
働
き
、
生
活
す
る
人
た
ち
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
孤
立
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
一
人
ひ
と
り
を
個
人
と
し
て
尊
重
し
、
外

国
人
も
日
本
人
も
対
等
に
地
域
社
会
を
構
成
す

る
一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
み
の
こ
と
も
分
か
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
で

す
。」

　
団
地
内
の
集
会
所
は
、ほ
ぼ
毎
日
開
い
て
お
り
、

役
員
や
通
訳
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。「
風
呂
場
が

詰
ま
っ
た
」「
水
漏
れ
し
た
」
な
ど
用
事
が
あ
れ

ば
相
談
で
き
、
問
題
の
解
決
に
繫
げ
て
く
れ
る
た

め
外
国
人
住
民
に
と
っ
て
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
祭
り
だ
け
で
な
く
、
防
災

訓
練
や
日
本
語
教
室
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
も
開

催
。
多
く
の
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
自
治
会
活

動
へ
と
引
き
入
れ
る
仕
組
み
が
で
き
上
が
っ
て
い

る
の
で
す
。「
住
ん
で
い
る
以
上
は
、
お
互
い
助

け
合
う
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
支
え
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
緒
に
巻

き
込
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大

特集　ようこそ豊橋へ！

事
で
す
ね
。」
と
阿
部
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
話
せ
ば
気
持
ち
が
分
か
る
、
み
ん
な
の
顔
が

見
え
る
。
高
齢
者
・
外
国
人
住
民
・
子
ど
も
が

多
く
住
む
岩
田
団
地
な
ら
で
は
の
地
域
の
形
が

で
き
て
い
る
の
で
す
。

1.  最年少役員のクボさん（左）。
飲食の販売だけでなく通訳として
も大活躍。2.  自治会長の阿部さ
ん（右）とクボさんは互いの信頼
関係も厚い。3.  年季の入ったか
き氷機は岩田団地の夏祭りの名
物。4.  クリスマス会は夏祭りと
並ぶ子どもたちに人気の行事。5.  
防災訓練は短時間にし、体験型の
訓練を増やすようにしている。

２

１

５４

３

住んでいる以上は
助け合わないとね。

お互いさまだね。

災害対応マニュアルは、
3 か国語で用意し、イラ
ストを多めにしています。

13 広報とよはし 平成31年1月


